
平成３０年度第１回高津川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 議事概要(案) 

１．日 時 ： 平成３０年６月１日（金）１４：３０～１５：３０ 

２．場 所 ： 益田市民学習センター ２０２会議室 

３．出 席 者 

 （協議会構成員） 

   益田市  ： 益田市長 

   島根県  ： 防災部長（代理 防災危機管理課 主幹） 

   島根県  ： 土木部長（代理 河川課長） 

   気象庁  ： 松江地方気象台長 

   国土交通省： 浜田河川国道事務所長 

４．議 事 

（１）平成２９年度の実施状況（フォローアップ含む） 

（２）「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画への対応 

（３）平成３０年度の実施予定 

（４）今後のスケジュール 

５．議事結果 

  平成２９年度の実施状況報告、「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画へ

の対応、平成３０年度の実施予定、今後のスケジュールについて協議会に諮り、協議

会構成員の賛同をいただいた。

６．意見交換概要 

【島根県土木部】 

  樋門の無動力化について具体的な数字がないが、例えばどのくらいのサイズのもの

を無動力化にするのか。 

【事務局】 

  樋門にフラップゲートを取り付け無動力化にするのだが、取り付けられる大きさに

２ｍ画くらいまでと制限がある。制限以下のものについては全て無動力化にする予定。 



【浜田河川国道事務所長】 

   中学校が実施する防災体験学習というのはどういった内容を予定しているのか。 

 【益田市】 

   具体の取組についてはこれから練っていく。協力は益田地区振興センターと危機管

理課。土砂災害や地震についても触れたいので情報提供をお願いしたい。 

 【益田市長】 

   危機管理型水位計の観測方法、死活監視とはどういうものか解説をお願いしたい。 

 【事務局】 

   ある一定の水位以上になると１０分毎に計測を行う。死活監視とは、水位計に 1日 1

回データ送信を行い、動作確認をすることである。 

 【浜田河川国道事務所長】 

   緊急防災・減災事業債について２９年度は５０００億円の計上だが３０年度も５０

００億円の計上ということか。 

 【事務局】 

   そのとおりである。 


